様式第２号【応募グループ用】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表面）

競争参加資格審査調書
１　件　名　芦屋町公共下水道（汚水）包括管理業務委託
２　競争参加資格要件
次の(1)～(3)に掲げる条件をすべて満たしていることを誓約します。虚偽の事項があった場合は、いかなる措置を受けても異議ありません。
なお、この書類を提出した以後に(1)から(3)に掲げる条件のいずれかを満たさなくなった場合は、速やかに届け出ます。
(1)　参加形態
統括管理業務、運転保守管理業務、ストックマネジメント計画に基づく管路調査業務、下水道ストックマネジメント計画作成業務を適切に実施できる体制が整っていること。
(2)　資格要件（共通事項）
[bookmark: _Hlk50643241]ア　地方自治法施行令（ 昭和２２年政令第１６号） 第１６７条の４の規定に該当しない者であること。
イ　北九州市上下水道局物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成７年北九州市水道局管理規程第２号）第２条において準用する北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（ 平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項の有資格業者名簿（ 以下「有資格業者名簿」という。） に記載されていること。
	申請時の登録状況について、該当するものに○を記入すること。

	
	北九州市の業務委託等に係る参加資格者名簿に登録されている。

	
	北九州市の業務委託等に係る参加資格者名簿への登録を申請中である。


ウ　北九州市物品等供給契約競争入札参加者の指名停止要綱に掲げる措置要件に該当し、本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
エ　会社更生法(平成１４年法律第１５４号)第１７条の規定による更生手続きの開始の申立て又は民事再生法(平成１１年法律第２２５号)第２１条の規定による再生手続の開始の申立てがなされた場合は、それぞれ更生計画の認可決定又は再生計画の認可決定がなされていること。
オ　過去3年の間、本市との契約において、違反又は不誠実な行為を行ったものであって契約の相手方として不適当と北九州市上下水道局長(以下「上下水道局長」という)が認めるものでないこと。
カ　本件入札に参加する単独企業、応募グループの構成員及び特別目的会社は、他の応募グループの構成員として複数に参加していないこと。
キ　公募資料等を検討するために北九州市がアドバイザー業務を委託した以下の法人と資本面若しくは人事面において密接な関連がないこと。
(ｱ)株式会社三水コンサルタント
(3)　 資格要件（業務に関する事項）
[bookmark: _Hlk139271020]　　　応募グループの代表企業が以下に示す要件のいずれかを満たしていること。
ア　下水道法(昭和３３年法律第７９号)で規定する下水道終末処理場のうち、現有処理能力1日当たり５千立方メートル以上で標準活性汚泥法(高度処理の変法を含む。)を用いる施設において、水処理施設から汚泥処理施設(濃縮・消化・脱水までの工程を有する)を併せた一連の維持管理業務を、単独又は共同企業体の代表構成員が３年以上履行した実績があること。

イ　上水道施設または下水道施設の包括的民間委託の統括（総括）管理責任者として３年以上履行完了した実績を有すること。

上記要件「イ」を満たすことで入札に参加する場合は、応募グループ内で「ア」の要件を満たしていること。
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令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　応募グループの代表企業
　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【連絡担当部署】
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